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(57)【要約】
【課題】プロジェクト情報を表示する方法、システム及
びコンピュータ読取可能記憶媒体を開示する。
【解決手段】プロジェクトに関連した電子的な計画情報
を受信し、計画情報は、プロジェクトリソースデータを
有し、ユーザに視覚的な表示を行うために、受信した電
子的な計画情報を、受信した電子的な計画情報のグラフ
表示に変換し、ユーザが知覚するために、受信した計画
情報のグラフ表示を提供し、提供されたグラフ表示は、
プロジェクトリソースデータに基づいて時間的に対称に
幅が変動する一つ以上のラインを有することによって、
プロジェクト情報を表示することができる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロジェクト情報を表示する方法であって、
　プロジェクトに関連した電子的な計画情報を受信するステップであって、前記計画情報
は、プロジェクトリソースデータを有するステップと、
　ユーザに視覚的な表示を行うために、受信した前記電子的な計画情報を、受信した前記
電子的な計画情報のグラフ表示に変換するステップと、
　ユーザによる知覚のために、受信した前記電子的な計画情報の前記グラフ表示を行うス
テップであって、前記グラフ表示は、前記プロジェクトリソースデータに基づいて、時間
的に対称に幅が変動する一つ以上のラインを有するステップと、
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記グラフ表示を行うステップは、前記一つ以上のラインを直線で表示する請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　前記プロジェクトリソースデータは、少なくとも一つのリソース遷移を有し、前記グラ
フ表示を行うステップは、前記少なくとも一つのリソース遷移に対応する遷移領域を有す
る一つ以上のラインを表示する請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記プロジェクトリソースデータは、カテゴリーを有し、前記遷移領域は、前記カテゴ
リーに対応する形状を有する請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記一つ以上のラインは、第１の方向に延在し、前記遷移領域の形状は、前記一つ以上
のラインに垂直な追加のラインである請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記遷移領域の形状は、時間的な線形遷移である請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記遷移領域の形状は、時間的な湾曲遷移である請求項４に記載の方法。
【請求項８】
　前記プロジェクトに関連した実際の情報を受信するステップであって、前記実際の情報
は、実際のプロジェクトリソースデータを有するステップと、
　前記実際の情報を、前記実際の情報のグラフ表示に変換するステップと、
　前記実際の情報のグラフ表示を行うステップであって、前記グラフ表示は、前記実際の
プロジェクトリソースデータに基づいて、時間的に対称に幅が変動する一つ以上のライン
を有するステップと、
　を更に備える請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記グラフ表示を行うステップは、前記計画情報に対応する一つ以上のラインと同軸上
に前記実際の情報に対応する一つ以上のラインを表示する請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記グラフ表示を行うステップは、前記一つ以上のラインの幅が前記計画情報に対応す
る一つ以上のラインの幅を超えるように前記実際の情報に対応する一つ以上のラインを表
示する請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記グラフ表示を行うステップは、グラフ情報を視覚表示装置に表示するステップを備
える請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記変換するステップは、コンピュータプロセッサによって、受信した前記計画情報を
前記グラフ表示に変換するステップを備える請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
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　前記受信するステップは、前記コンピュータプロセッサによって、前記計画情報を受信
するステップを備える請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　表示された前記一つ以上のラインは、第１の方向に延在し、前記プロジェクトリソース
データに基づいて、第１の方向に少なくともほぼ垂直な二つの方向に時間的に対称に幅が
変動する請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　プロジェクト情報を表示するシステムであって、
　プロジェクトに関連した電子的な計画情報を受信する手段であって、前記計画情報は、
プロジェクトリソースデータを有する手段と、
　ユーザに視覚的な表示を行うために、受信した前記電子的な計画情報を、受信した前記
電子的な計画情報のグラフ表示に変換する手段と、
　ユーザによる知覚のために、受信した前記電子的な計画情報の前記グラフ表示を行う手
段であって、前記グラフ表示は、前記プロジェクトリソースデータに基づいて、時間的に
対称に幅が変動する一つ以上のラインを有する手段と、
　を備えることを特徴とするシステム。
【請求項１６】
　前記プロジェクトリソースデータは、少なくとも一つのリソース遷移を有し、前記グラ
フ表示を行う手段は、前記少なくとも一つのリソース遷移に対応する遷移領域を有する一
つ以上のラインを表示する手段を備える請求項１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記プロジェクトに関連した実際の情報を受信する手段であって、前記実際の情報は、
実際のプロジェクトリソースデータを有する手段と、
　前記実際の情報を、前記実際の情報のグラフ表示に変換する手段と、
　前記実際の情報のグラフ表示を行う手段であって、前記グラフ表示は、前記実際のプロ
ジェクトリソースデータに基づいて、時間的に対称に幅が変動する一つ以上のラインを有
する手段と、
　を更に備える請求項１５に記載のシステム。
【請求項１８】
　コンピュータ読取可能記憶媒体であって、前記コンピュータ読取可能記憶媒体は、プロ
ジェクト情報を表示するために、
　プロジェクトに関連した電子的な計画情報を受信する動作であって、前記計画情報は、
プロジェクトリソースデータを有する動作と、
　ユーザに視覚的な表示を行うために、受信した前記電子的な計画情報を、受信した前記
電子的な計画情報のグラフ表示に変換する動作と、
　ユーザによる知覚のために、受信した前記電子的な計画情報の前記グラフ表示を行う動
作であって、前記グラフ表示は、前記プロジェクトリソースデータに基づいて、時間的に
対称に幅が変動する一つ以上のラインを有する動作と、
　を実行するためのコンピュータ実行可能な命令を有することを特徴とするコンピュータ
読取可能記憶媒体。
【請求項１９】
　前記プロジェクトリソースデータは、少なくとも一つのリソース遷移を有し、前記グラ
フ表示を行う動作は、前記少なくとも一つのリソース遷移に対応する遷移領域を有する一
つ以上のラインを表示する請求項１８に記載のコンピュータ読取可能記憶媒体。
【請求項２０】
　前記コンピュータ実行可能な命令は、
　前記プロジェクトに関連した実際の情報を受信する動作であって、前記実際の情報は、
実際のプロジェクトリソースデータを有する動作と、
　前記実際の情報を、前記実際の情報のグラフ表示に変換する動作と、
　前記実際の情報のグラフ表示を行う動作であって、前記グラフ表示は、前記実際のプロ
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ジェクトリソースデータに基づいて、時間的に対称に幅が変動する一つ以上のラインを有
する動作と、
　を更に実行する請求項１８に記載のコンピュータ読取可能記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　ガントチャートは、プロジェクトスケジュールを時間関数として表すために水平バーを
用いるバーチャートである。プロジェクトの様々な段階を、ガントチャート上で異なるバ
ーによって表すことができる。プロジェクトスケジュールを追跡するに際し、プロジェク
トの段階に関する追加の情報を知ることが有用であることがある。従来のガントチャート
は、時間関数としてのプロジェクトスケジュールのみを表示する。他のタイプのプロジェ
クト追跡技術は、情報の表示を非常に複雑にする傾向がある。したがって、プロジェクト
情報を表示するための改善された方法を必要とする。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００２】
　本発明の態様は、プロジェクト情報を表示する方法、システム及びコンピュータ読取可
能記憶媒体で実施される。プロジェクトに関連した電子的な計画情報を受信し、計画情報
は、プロジェクトリソースデータを有し、ユーザに視覚的な表示を行うために、受信した
電子的な計画情報を、受信した電子的な計画情報のグラフ表示に変換し、ユーザが知覚す
るために、受信した計画情報のグラフ表示を提供し、提供されたグラフ表示は、プロジェ
クトリソースデータに基づいて時間的に対称に(symmetrically over time)幅が変動する
一つ以上のラインを有することによって、プロジェクト情報を表示することができる。
【０００３】
　本発明は、添付図面に関連して読む際に以下の詳細な説明から最もよく理解され、同様
な要素は同一の参照番号を有する。複数の同様な要素が存在する場合、単一の参照番号を
、特定の要素を言及する小文字表記とともに複数の同様な要素に割り当てる。要素を集合
的に言及し又は特定されない一つ以上の要素を言及するとき、小文字表記を省略する。こ
れは、一般的なやり方に従って図面の種々の形態を寸法通りに表さないことを強調する。
それどころか、種々の形態の寸法を、明瞭のために任意に増減する。添付図面には以下の
図が含まれる。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
【図１】図１は、本発明の一態様によるプロジェクトに関連した情報を表示する典型的な
システムを表すブロック図である。
【図２】図２は、本発明の一態様によるプロジェクトに関連した情報を表示する典型的な
ステップのフローチャートである。
【図３】図３は、本発明の一態様によるプロジェクトに関連した情報の典型的なグラフ表
示である。
【図４】図４は、本発明の一態様による典型的なプロジェクトに関連した情報の典型的な
グラフ表示である。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　図１は、本発明の一態様によるプロジェクトに関連した情報を表示する典型的なシステ
ム１００を表すブロック図である。典型的なプロジェクトは、例えば、ソフトウェア開発
プロジェクト、建設プロジェクト、機械装置開発プロジェクト、電子装置開発プロジェク
ト及び造園又は建築プロジェクトを含むことができるが、それに限定されない。プロジェ
クト情報は、例えば、プロジェクト段階、プロジェクトスケジュール、又はプロジェクト
に関連したリソースデータを有することができる。プロジェクト段階及びプロジェクトス
ケジュールは、プロジェクト又はプロジェクト段階に対する割り当てられた時間又は期限
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に関する情報を含むことができる。リソースデータは、例えば、コスト、人材、又はプロ
ジェクト若しくはプロジェクト段階に関連した他のリソースを含むことができる。
【０００６】
　総括として、システム１００は、入力装置１０２、プロセッサ１０４、記憶装置１０６
及び出力装置１０８を有する。システム１００の他の詳細を、以下説明する。
【０００７】
　入力装置１０２は、ユーザからの入力を受信し、電子的なデータをプロセッサ１０４に
提供する。電子的なデータは、プロジェクト情報を有することができる。典型的な実施の
形態において、入力装置１０２を、キーボード、マウス、又は外部ソースから入力を受信
することができる他のコンピュータ周辺機器とすることができる。
【０００８】
　プロセッサ１０４は、入力装置１０２から電子的なデータを受信し、その電子的なデー
タを、ユーザに視覚的な表示を行うためのグラフ表示に変換する。プロセッサ１０４は、
受信した電子的なデータを（後に説明する）記憶装置１０６に格納することができる。典
型的な実施の形態において、プロセッサ１０４は、電子的なデータに含まれるプロジェク
ト情報のグラフ表示を生成することができる。グラフ表示は、時間関数として変動する一
つ以上のラインを有することができる。ラインは、異なるプロジェクト又は同一プロジェ
クトの異なる段階に対応する。ラインは、プロジェクト又はプロジェクトに関連したリソ
ースデータに対称的に対応するよう幅を変えることができる。プロセッサ１０４は、グラ
フ表示を（後に説明する）出力装置１０８に提供することができる。本発明の使用に適切
なプロセッサは、ここの記載から当業者によって理解される。
【０００９】
　記憶装置１０６は、プロセッサ１０４から受信した電子的なデータを記憶する。典型的
な実施の形態において、プロセッサ１０４は、入力装置１０２からプロジェクト情報を受
信することができ、記憶のためにプロジェクト情報及び／又はプロジェクト情報のグラフ
表示を記憶装置１０６に送信することができる。プロセッサ１０４は、プロジェクト情報
のグラフ表示を生成し及び／又は記憶されたグラフ表示にアクセスするために、記憶され
たプロジェクト情報にアクセスすることができる。本発明の使用に適切な記憶装置は、こ
この記載から当業者によって理解される。
【００１０】
　出力装置１０８は、プロセッサ１０４から電子的なデータを受信し、ユーザに視覚的な
表示を行うためにデータを出力する。電子的なデータは、プロジェクト情報のグラフ表示
を含むことができる。典型的な実施の形態において、出力装置１０８を、コンピュータデ
ィスプレイ、プリンタ、又はユーザに視覚的な表示を行うために受信した電子的なデータ
から出力を生成することができる他のコンピュータ周辺機器とすることができる。
【００１１】
　図２は、本発明の一態様によるプロジェクトに関連した情報を表示する典型的なステッ
プのフローチャート２００である。説明を簡単にするために、図２のステップを、図１の
システムの構成要素を参照しながら説明する。本発明の精神及び範囲を逸脱することなく
一つ以上のステップを省略し及び／又は異なる構成要素を利用できることは、ここの説明
から当業者によって理解される。
【００１２】
　ステップ２０２において、計画情報を受信する。典型的な実施の形態において、プロジ
ェクトに関連した計画情報を、プロセッサ１０４により入力装置１０２から受信すること
ができる。典型的な計画情報は、例えば、プロジェクト段階、プロジェクトスケジュール
、又はプロジェクトに関連したリソースデータを有することができる。プロジェクト段階
及びプロジェクトスケジュールは、プロジェクト又はプロジェクト段階に対する割り当て
られた時間又は期限に関する情報を有することができる。リソースデータは、例えば、コ
スト、人材、又はプロジェクト若しくはプロジェクト段階に関連した他のリソースを含む
ことができる。計画情報の入力を、データエントリーボックス(data entry box)及び／又
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はドロップダウンメニュー(drop down menu)を含むグラフィカルユーザインタフェース（
ＧＵＩ）の使用により容易にすることができる。本発明の使用に適切なＧＵＩは、ここの
記載から当業者によって理解される。
【００１３】
　ステップ２０４において、受信した計画情報を格納する。典型的な実施の形態において
、プロセッサ１０４は、計画情報を記憶装置１０６に記憶させることができる。
【００１４】
　ステップ２０６において、計画情報を、ユーザに対して視覚的な表示を行うためにグラ
フ表示に変換する。典型的な実施の形態において、プロセッサ１０４は、プロジェクトに
関連した計画情報からグラフ表示を生成することができる。プロセッサ１０４は、記憶さ
れた計画情報又は受信した計画情報から情報を生成することができる。グラフ表示は、時
間関数として変動する一つ以上のラインを有することができる。ラインは、異なるプロジ
ェクト又は同一プロジェクトの異なる段階に対応することができる。ラインは、プロジェ
クト又はプロジェクト段階に関連したリソースデータに対応するように対称的に幅を変動
することができる。例えば、ラインの幅は、リソースが増加するに従って増大し、かつ、
リソースが減少するに従って減少することができる。
【００１５】
　ステップ２０８において、ユーザによる知覚のためにグラフ表示を提供する。典型的な
実施の形態において、プロセッサ１０４は、グラフ表示を出力装置１０８に送信すること
ができる。その後、出力装置１０８は、グラフ表示をユーザに提供することができる。例
えば、グラフ表示を、モニタのような視覚的な表示装置上で行い又はプリンタを用いて紙
に印刷することができる。
【００１６】
　図３は、本発明の一態様によるプロジェクトに関連した情報の典型的なグラフ表示３０
０である。グラフ表示は、従来のガントチャート形式と同様に、時間的に変動する長さを
有する八つのバー３０２ａ～３０２ｈを有する。バー３０２ａ～３０２ｈはそれぞれ、プ
ロジェクトのスケジュールされた段階に対応することができる。バー３０２ｄ，３０２ｆ
～３０２ｈは、プロジェクト段階についての追加の情報を搬送するために対称的に幅が変
動する。典型的な実施の形態において、バーの幅は、プロジェクト計画情報に付随するリ
ソースデータに対応することができる。そのようなリソース情報は、コスト、人材、又は
プロジェクト段階に関連した他のリソースを有することができる。バー３０２ｄ，３０２
ｆ～３０２ｈは、バーがリソースデータの遷移に対応して幅を増減する遷移領域３０４ａ
～３０４ｄを有する。遷移領域３０４ａで見られるように幅が増大するバーは、当該プロ
ジェクト段階に要求される対応するリソースの量の増大を表すことができる。遷移領域３
０４ｄで見られるように幅が減少するバーは、当該プロジェクト段階に要求される対応す
るリソースの量の減少を表すことができる。遷移領域の形状は、リソースデータのカテゴ
リーに対応することができる。例えば、遷移領域３０４ａで見られるように湾曲した遷移
領域は、コストリソースデータに対応することができる。遷移領域３０４ｂで見られるよ
うな幅の垂直方向の変化は、人材データ情報に対応することができる。また、遷移領域３
０４ｃで見られるような時間的な幅の線形的な変化は、リソースデータの他のカテゴリー
に対応することができる。
【００１７】
　一つの典型的な実施の形態において、バー３０２ａ～３０２ｈは、プロジェクト計画情
報に対応することができ、バー３０２ｂ及びバー３０２ｆにそれぞれ重なるバー３０６ａ
及びバー３０６ｆは、実際のプロジェクト情報に対応することができる。バー３０６ｂは
、実際のプロジェクト段階についての追加の情報を搬送するために対称的に幅を変動させ
ることができる。幅の変動は、プロジェクト中に受信した実際のリソースデータの遷移に
対応することができる。バー３０６ａ，３０６ｂを、計画情報と実際の情報との間の相違
を更に明確に示すためにバー３０２ｂ，３０２ｆと同軸上に表示することができる。実際
のリソースデータが、計画情報に含まれるリソースデータを超える場合、実際のリソース
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データに対応するバーの幅は、プロジェクトリソースデータに対応するバーの幅を超える
ことがある（図示せず）。
【００１８】
　単純化された実世界の例を、説明のために提供する。本例において、ケーキを焼くプロ
ジェクトを説明する。このプロジェクトは、材料を取得する段階、材料を混ぜる段階及び
材料を焼く段階を有する。各段階は、要する時間長に関する計画情報を有し、完了のコス
ト及び必要な人材のコストに関するリソースデータを有する。
【００１９】
　ユーザは、ケーキの材料を取得する段階が１時間を要することを表す情報を入力するこ
とができる。ユーザは、この段階が購入材料の全てに対する追加のコストを有することを
指定することもでき、材料を取得するために３人の常勤労働者を必要とする。ユーザは、
材料を混合する段階が１時間半を要することを表す情報を更に入力することができる。こ
の段階に対して、ユーザは、材料を混ぜるのに追加のコストを必要としないこと及び段階
を１人の常勤労働者によって完了できることを指定することができる。最後に、ユーザは
、材料を焼く段階が１時間を要することを表す情報を入力することができ、かつ、この段
階がオーブンを操作するコストを含むがオーブンをモニタするために１人のパートタイム
労働者しか必要としないことを表す情報を入力することができる。
【００２０】
　図４は、上述したプロジェクトに関連した計画情報から生成したグラフ４００の典型的
な表示である。グラフ４００は、必要な時間に対応する長さを有する二つのバー４０２ａ
，４０２ｂを示す。グラフは、遷移領域４０４ａ，４０４ｂ，４０６ａを有するバーも示
し、これらのバーは、プロジェクトの間に種々の時間で幅が対称的に変動する。上側のバ
ー４０２ａは、バーの幅の変動がコストの変化に対応するように各段階に必要な時間に加
えたコストリソースデータを示す。例えば、遷移領域４０６ａに示すように、コストが増
大するとバーの幅が増大し、遷移領域４０４ａに示すように、コストが減少するとバーの
幅が減少する。同様に、下側のバー４０２ｂは、各段階に対する人材リソースデータを示
す。遷移領域４０４ｂに示すように、必要な人材が減少するとバーの幅が減少し、必要な
人材が増大するとバーの幅が増大する（図示せず）。さらに、遷移領域の形状は、リソー
スデータのカテゴリーに対応することができる。グラフ４００において、遷移領域４０４
ａ，４０６ａに示すような時間的な線形遷移は、コストの変化に対応し、遷移領域４０４
ｂに示すような湾曲した遷移は、人材の変化に対応する。
【００２１】
　上述した一つ以上のステップを、コンピュータ読取可能記憶媒体に記憶されたコンピュ
ータ実行可能な命令で実施することができる。コンピュータ読取可能記憶媒体を、例えば
、光ディスク、磁気ディスク、固体素子のような汎用又は特定目的のコンピュータによっ
て実行するための命令を格納することができるほとんど全てのタンジブルな(tangible)記
憶媒体とすることができる。
【００２２】
　ここでは、本発明を、特定の実施の形態を参照しながら図示し及び説明したが、本発明
は、示した詳細な説明に限定されるものではない。更に正確に言えば、種々の変更を、特
許請求の範囲内で本発明を逸脱することなく詳細な説明において行うことができる。
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